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授授業業科科目目  中中国国語語  
1学年・前期・1単位（30時間）  

全学科 選択 

  

科目担当責任者 
李鷺虹 (－) 

e-mail : － 

非常勤講師 

連絡担当教員 

加茂憲一 (教育研究棟ⅠC704号) 

e-mail : kamo@sapmed.ac.jp 

担 当 教 員  

概     要 

 

中国語は中国本土の 14 億人のほかに、香港、マカオ、台湾において、またシンガポール、マレーシアなど、その他世

界各国の華僑の間でも話されている言葉である。中国語を話すことができれば、世界十数億の人々とコミュニケーショ

ンができるスケールの大きな言葉であり、同じ漢字文化圏に属する日本人にとって、中国語は極めて学習しやすい言語

であると言っても過言ではない。授業の中では、教科書に従って、医療現場における会話を学びながら、その基本的な

文法を紹介したい。具体的には、漢字、発音、文型の三つを中心に学習を進めたい。 

到 達 目 標 

 

当コースの目的は中国語発音、基本的な文法、日常会話と医療の現場で役に立つ表現の獲得である。 

関 連 科 目 

 

なし 

評    価 

評価対象 評価割合(％) 備考 

試験中間 20% 中間、期末の2回の考査のほか、日常の授業態度、宿題の提出と総合

して評価する。 試験期末 60% 

学習状況 20% 

  

  

教  科  書 ①山田 真一 [2009年初版・2,500円] 「医療系学生ための初級中国語」 白帝社 

参  考  書 指定なし 

履修上の留意点 中国語の指導だけでなく、医療現場では患者に対して「安心感」をあたえ、「簡潔」かつ「正確」に指示を伝えること

が必要なため、授業中では、積極的に会話の練習しなければならない。 

※参考書は時宜を見て紹介する。 

  

実施回 内 容 事前・事後課題 形態 担当教員 

1 中国語の特徴(漢字、発音、文型) 

中国語の発音表記(母音、子音、声調) 

事前：教科書の準備 

事後：発音表記の復習  

講義   李鷺虹 

2 中国語の発音表記(母音、子音、声調)  事後：発音表記の復習  〃  〃 

3 中国語の発音表記(母音、子音、声調) 

日常の挨拶   

事前：第一課を読んでくる 

事後：第一課、発音表記の復習  

〃 〃 

4 疑問文① 事前：第二課を読んでくる 

事後：第二課の復習    

〃 〃 

5 疑問文②、指示代詞  事前：第三課を読んでくる 

事後：第三課の復習   

〃 〃 

6 もの数え方、示し方  事前：第四課を読んでくる 

事後：第四課、発音表記の復習   

〃 〃 

7 中間考察、所在文、介詞‘在’の用法 事前：第五課を読んでくる 

事後：第五課の復習 

〃 〃 

8 助動詞①  事前：第六課を読んでくる 

事後：第六課の復習   

〃 〃 

9 助動詞②、選択疑問文 事前：第七課を読んでくる 

事後：第七課の復習    

〃 〃 
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10  補語①、使役表現  事前：第八課を読んでくる 

事後：第八課の復習  

〃 〃 

11  補語②、進行表現  事前：第九課を読んでくる 

事後：第九課の復習   

〃 〃 

12  二重目的語、経験、完了表現  事前：第十課を読んでくる 

事後：第十課の復習   

〃 〃 

13 総まとめ  事後：復習   〃 〃 

14 総まとめ  事後：復習   〃 〃 

15 総まとめ  事後：復習   〃 〃 
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